
多世代がつながる の認知症カフェ美 憩いと

高齢化により認知症の人が増加している背景をふまえ、認知症の人やその家族が集まり、地域の人や専門家と

繋がることのできる認知症カフェの実施により、認知症患者の孤立化が軽減され、自立しやすいコミュニティ

となり、さらに認知症に関しての情報共有と相談が可能となっている。一方高齢者になっても美容を楽しむこ

とは QOL を維持向上できる効果があり、見た目を綺麗にするだけでなく気持ちを明るくするなど精神的にも

良い影響を与える。本研究では、美容を身近に楽しみながら認知症対策のできるカフェを計画する。

背景と目的



敷地

【住所】　愛知県長久手市岩作北山 34-6

【アクセス】　リニモ「はなみずき通」駅から徒歩 19 分

　　　　　N バス「立石池」徒歩 1 分

　　　　　名鉄バス「隅田」徒歩 3 分

　　　　　立石池から徒歩 6 分

　　　　　愛知医科大学病院から徒歩 13 分

【敷地面積】　約 1,183 ㎡

【改修後床面積】　約 200.55 ㎡

【特徴】

・周辺には愛知医科大学病院や散歩に最適な立石池がある。

・前面道路道には飲食店が多く立ち並び、車通りも多い。

・バス停が多くあり、通院の際や散歩の前後に立ち寄りやすい。

既存図面
計画周辺図 1:200



調査

愛知県内の認知症カフェ 2 カ所において、参加者にカフェへの交通手段やどのような空間が良いのかなどインタビュー調査を行った。

概要

6 月 7 日（土）14：00~

福祉の家 2 階　集会室

7 月 24 日（木）13：30~15：30

福祉の家 1 階　N- ジョイ

問：社会福祉協議会地域包括支援センター

・開催日　第 1 土曜日 14：00~16：00

・参加費　100 円

・交通手段　バス、徒歩、車

・参加人数　28 人

・立場　認知症の方、介護者

・雰囲気　

それぞれが会話を楽しんでいてとても賑やか

お話以外にトランプ、別卓でネイルをしていた

・あると良い空間

人と関われるコミュニティ

・嬉しい行動

優しく声をかける、話しかける

①長久手の喫茶オレンジ ②「あかつきの会」〜認知症家族交流会〜

・開催日　第 4 木曜日 13：30~15：00

・参加費　100 円

・交通手段　バス、徒歩、車

・参加人数　11 人

・立場　認知症の方、介護者

・雰囲気

皆で会話を楽しんでいる、小規模なコミュニティ

・あると良い空間

見てくれる人が常駐している所

・嬉しい行動

一緒に外出する

×5 ×1

⇨
調査結果から…

孤立化を防げる場所　何人かで話すことのできるコミュニティ　周りを気にしなくても良いプライバシーの確保されている相談空間　自家用車利用者のために広さのある駐車場

認知症カフェについて

令和４年（2022 年）時点で 1,563 市町村にて 8,182 カフェが運営されている。

都道府県別実施状況（設置カフェ数）

厚生労働省　令和 4 年度実施調査
https://www.mhlw.go.jp/content/001253589.pdf

オレンジプラン（2012 年）

厚生労働省が単独で策定した「認知症施策推進五カ年計画」で、

主な目的は認知症の人々がよりよい生活を送れるように、医療や

福祉の質の向上を目指すこと。

新オレンジプラン（2015 年）

厚生労働省を含む 11 の関連省が共同で策定した「認知症施策推進

総合戦略」で、目的は認知症の人々が住み慣れた地域で、自分の意

思を尊重し、できる限り自分らしく生活できるよう地域全体で支え

ることを目指すことである。住み慣れた地域で自分らしい暮らしを

人生の最後まで続けることができるよう、医療・介護・介護予防・

住まい・生活支援が包括的に確保される「地域包括ケアシステム」

の実現を目指す中で認知症について社会を挙げた取り組みのモデル

を示していくものである。

⇨この戦略の一環として認知症カフェの設置が推進されている

美容について

・若者層に限らず 40 代〜シニア層の美容クリニックの利用者が増加している。

・男女問わず美容への関心が高まっている。

・美容クリニックの数は 2020 年から 2023 年の３年間で 40％以上増加している。

・SNS などの発展により自分の外見や身だしなみに対する意識が高まっている。

その中でも美容クリニックで受ける専門的な施術よりも簡単で、日常に近い初歩的な内容とし、

美容を身近に感じてもらうことを目的とした。

①ネイル

・色やデザインが持つ心理的影響力

季節やイベントに合わせた多様なデザインを

取り入れることで、一年を通して季節の変化

を感じるきっかけとなり、認知症の一つの症

状に時間や季節の感覚が低下する部分の対策

になる。

・爪が美しく整うことで自信につながり自己

肯定感の向上が期待できる。

②フェイシャルエステ

・施術中の心地よい環境やマッサージにより心身がリフレッシュ

され、睡眠の質向上や自己肯定感の向上が期待できる。

・美肌、小顔効果

効果が出る

自己肯定感が上がる

積極的に外出する

人と交流する機会が増え社会とのつながりを保つ
↓

共通点 参加費は 100 円、運営は社会福祉協議会地域包括支援センター、開催日は固定されているため顔見知りが多い。



平面図 1:50

問：社会福祉協議会地域包括支援センター

コンセプト

大人数スペース

できるだけ広く感じられ、開放感を演出するために天井を高くした。

また、すぐ近くに本棚を配置し、外の景色が見えるように大きめの窓

を設けている。窓からの景色によって、美容施術で取り入れたネイル

と同様に四季の変化を感じることができ、認知症対策につながる空間

としている。

少人数スペース

一、二人でも気軽に利用できる空間

として計画した。認知症カフェを一

人で訪れた場合でも孤立しにくいよ

う、繋がりのあるソファ席を配置し、

人との距離感を調整しやすい空間構

成となっている。一人で静かに過ご

したい場合から少人数での会話まで、

利用者それぞれの過ごし方に対応で

きるよう場を目指した。

相談スペース

静かに相談が行えるよう入口から離れた位置に配置し、

個室とすることでプライバシーが確保された空間とした。

認知症に関する悩みや日常の不安など、周囲を気にせず

話すことのできる場を設けることで、利用者が安心して

相談できる環境づくりを目指した。

ネイルスペース

ネイルはフェイシャル施術よりも簡単に行えるため、開か

れた場所で実施することで、他の利用者が施術の様子を見

ることができる。これにより、美容への心理的ハードルを

下げ、気軽に体験しやすい環境としている。

フェイシャル施術スペース

落ち着いて施術を受けられるよう、客席から離れた

静かな場所に配置した。プライバシーを配慮した空

間とすることで、リラックスした状態で施術を受け

られる環境を整えている。



断面図　S-14  1:50
断面図　S-13  1:50

北側立面図　1:50

東側立面図　1:50



ネイルスペース 少人数スペース

フェイシャル施術スペース 大人数スペース認知症カフェメニュー

展開図　1:30展開図　1:30


